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先週から本校では，読書活動推進の一環として「ファミリー読書」推奨期間に取り組んでいます。 

読書は，言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，創造力を豊かなものにし，人生をより深く生きる力を

身に付けていく上で欠くことのできないものと言われています。「デジタルメディア・コントロール」で生

み出した時間の活用としても有効です。また，全国学力・学習状況調査の結果からも，読書に親しんでいる

児童生徒の学力が高い傾向にあることが明らかになっています。 

「ファミリー読書」では，一緒に同じ本を読む，一緒にそれぞれが読みたい本を読む，

読み聞かせをするなど，読書のスタイルや本のジャンルは問いません。１週間に１日で

も構いません。ぜひ，ご家庭で本に親しむひとときを楽しんでみてください。  

 

子どもたちには今朝の朝会で，読書について以下のように話しました。 

 

※１１月１６日，１７日には図書委員が「図書まつり」を 

企画しています。子どもたちの頑張りもうれしいですね！ 

（略）  では，読書にはどんな効果があるでしょうか。校長先生が一番の効果だと思っていることは，「出会

い」です。今まで知らなかったことや経験したことがないこと，行ったことがない場所，生きたことがない時代な

どに，読書を通して出会うことができます。読書を通して，わくわくしたり，ハラハラしたり，ポロリと涙がこぼれた

り，いろいろな気持ちになることもできます。本に書いてある言葉から，頭の中でどんどん想像することもできま

す。読書で新しい気付きがたくさんあることで，皆さんの毎日が豊かになり，よりよく生きることにつながるので

す。 

 ここで，校長先生がよく自分の家や教室で読み聞かせをしていた本から，１冊紹介しますね。「わすれられな

いおくりもの」です。読んだことがある人もいるかもしれませんね。これは，アナグマと森のみんなのお話です。

こう始まりますよ。（読み聞かせ 略）   

アナグマはそのあと，死んでしまいます。悲しんでいる仲間たちですが，アナグマの思い出を語り合って，

少しずつ楽しい思い出を話せるようになっていきます。モグラはアナグマに上手なはさみの使い方を教えても

らったこと，カエルはやさしくスケートを教えてもらったこと，キツネはネクタイの結び方を教えてもらったこと，ウ

サギのおくさんはパンの焼き方を教えてもらったこと…。みんなだれにもアナグマとの思い出がありました。ア

ナグマは一人一人に知恵や工夫を残してくれたのです。 

これを読んだとき，クラスの子どもたちがこんな感想を言ってくれました。「ぼくは今まで，贈り物はきれいな

紙で包まれていたり，買ってきたりするものだとおもっていたけれど，友達のために優しくしてあげることが本当

の贈り物だと分かった。」「物はなくなってしまうけど，その人のためになる知恵や工夫はなくならない。わたし

も友だちや家族にそんな贈り物ができるようになりたい。」…子どもたちはそれぞれが素敵なことに気付くこと

ができました。 

 

 今，学校では家族で読書をする「ファミリー読書」に取り組んでいます。先週は，おうちの人と一緒に読んだ

人，弟や妹に読んで聞かせてあげた人，読み聞かせをしてもらった人など，それぞれに読書を楽しんでいた

ようです。全校の皆さんも，ぜひ，家族に声をかけ，家族が難しければ自分一人 

でも読書をして，本と友達になりましょう。きっと新しい出会いがありますよ。  



 

 

 

１０月２６日に持久走記録会を実施しました。講堂の工事の関係で第二校庭が使用できないため，昨年度とは

コースを変更し，校庭と校舎前のアスファルト部分を使っての記録会でした。子どもたちは，運動朝会や体育の

時間に加え，休み時間や朝の時間にも自主的に練習を重ねてきました。当日は保護者の皆様，ご家族の皆様の応

援を受け，「ライバルは昨日の自分，少しでも記録を縮めるぞ！」と，１年生から６年生まで一生懸命に走り切り

ました。アテネオリンピックの金メダリスト，野口みずきさんが「走った距離は裏切らない」と言っていました

が，その言葉通り，ほとんどが自己ベストのタイムを記録しました。 

体力づくりは一過性のものではありません。運動に加え，「早ね・早起き・朝ごはん」や「デジタルメディア・

コントロール」等でよい生活習慣をつくることも大切です。この記録会を自信にして，普段からも進んで体を動

かす赤井っ子であってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「確かな学力を身に付け，主体的に学ぶ児童の育成」のために，取り組んで 

いる校内研究。先日は，６年生の授業を題材に，子どもたちの「対話的な学 

び」を引き出す課題について意見を交わしました。Googleのアプリを活用 

し，タブレット上で付箋紙に書いた意見をやり取りしました。違うグループ 

の意見を簡単に見ることができたり， 

集まらなくても意見が交わせたりする 

などの利点や課題が見えてきました。 

子どもたちがタブレットを「文房具」 

の一つとして使えるよう，教員も実際 

に活用しながら効果的な指導の在り方 

を探っています。         

                 学校外での活躍を報告に来てくれました。 

６年：鹿野秀斗さん，勝又陽大さん ミニバスケットボール交歓大会東地区予選 優勝（石巻向洋ミニバス） 

５年：鹿野絆来さん 石巻市陸上競技選手権大会 ５年女子 100ｍ走 第１位，４×100ｍリレー第２位 

４年：志摩星奈さん 宮城県スポ少交流陸上競技選手権大会 ４×100ｍリレー第５位 

下の写真：１年生 

右の写真：６年生 

６年間でたくましく成長しますね！ 

応援ありがとうございます！ 


